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【序論】 

■【はじめに】 

大垣城は濃尾平野の北西部に位置する近世の城である。この地は

濃尾平野における地殻運動やその成立過程によって水資源に恵ま

れ、中でも大垣は湧き水にも恵まれていたので「水の都大垣」と呼

ばれることもあった。そのため、湧き水による豊富な水資源と人々

の関係について多くの研究がなされてきた。（1）また、大垣には城下

町の大部分に張り巡らされた背割り水路が存在し、それも特徴的で

ある。 

 
図 1 大垣城下町と背割り水路 

 

図 1 の黒線の部分が背割り水路で家屋同士の裏側に挟まれて流れ

る水路である。18 世紀中盤以降に掘り抜き井戸が普及するまで、大

垣城下町に住む人々は城下町内に存在する３つの湧き水（図 1 の

☆）とこの水路によって飲み水や生活用水を得ていた。（2）水路は大

垣城下町の大部分に張り巡らされ、幅広い身分の人々が利用してい

た。（3） 

 

このように湧き水に恵まれた土地に位置する大垣城は、湧き水と

水路による複合的な水利システムを持つ特殊な城下町である。 

 

【既往研究】 

そして、近世城下町における水路に関する研究は多くなされてい

る。大まかに分類すると主に以下の２タイプの研究が存在してい

る。 

 

・ 後藤隆太郎（4）（城下町空間における視覚的要素）、阿部貴弘

（5）（歴史的風致）などの空間構成要素としての水路と都市の

関係 に関する研究。 

・ 丸茂悠（6）（城下町水路と人々の暮らし）、波多野純（7）（水路

による身分差別）水路と城下町における計画との関係性に関す

る研究 。 

 

これらの研究の多くは絵図と歴史資料を活用して水路システムの

復元を行い、都市や建築などとの関係の間にその実態を見出してい

る。 

【本研究の位置づけと目的】 

このように城下町における水路に関する研究は多くなされてい

る。しかし、大垣城下町は複合的な水利システムを持つにもかかわ

らず、湧き水に関する研究は多くなされているのに対して、水路の

研究は部分的にはなされているが（8）（9）（10）、それを一つの水路シ

ステムとして扱うものは確認できなかった。 

 

そのため、この大垣城下町における水路の実態について研究を行

い、次の複合的な水利構造を明らかにする研究につなげていくこと

は、近世都市と水利構造について研究する際の新たな一例を提示す

ることに繋がり、今後の研究の一助になると考える。 

 

そこで、本研究は水路と湧き水による複合的な水利システムを持つ

が、いまだその水路を一つの水路システムとしてとらえられていな

い大垣城下町において、その実態を明らかにし、次の複合的な水利

システムに関する研究につなげていくことを目的とする。 

 

【研究方法】 

【本研究の基礎情報の確認】 

第一章では、大垣城下町の立地環境と水利における基礎事項を確

認し、その複合的な水利システムについて明らかにしていく。 

第二章ではまず、波多野が「開渠の上水の配置計画と城下町の住

区設定」の研究によって明らかにした「水路と都市の関係」につい

てまとめる。その後、大垣の水路システムの実態を明らかにする上

で大垣におけるこの関係について再分析を行うことがなぜ適してい

るか明らかにする。 

 

【水路システムの復元】 

第三章では城下町における水路構造に関する既往研究の中でも水

路構造・システムの復元方法が示されている 5 つの論文についてま

とめ、その方法と目的の関係について分析を行う。その後、それら

を参考に大垣城下町の水路構造の復元を行う方法について検討を行

い第四章の復元作業につなげる。 

第四章では大垣城下町における水路システムを前章で検討した方

法を基に復元を行い、第五章で行う大垣城下町における「上水道と

しての水路の配置計画と身分別の住区設定の関係」についての分析

につなげていく。 

 

【水路と都市設計の関係分析】 

第五章では前章までの分析を活用し、大垣にはないとされている

「開渠上水道の配置計画と身分別の住区設定の関係」について再分

析を行うことで、大垣における水路システムの実態を明らかにして

いく。また。その他に本論文全体の分析を通して発見した大垣城下

町における水路システムの特徴について考察していく。 

 

 

【第一章 大垣城下町における複合的な水利

システム】 

大垣城下町の立地する濃尾平野の成立過程や特徴などの基礎事項

を確認し、そのような土地における大垣城下町の水利システムと環

境のつながりを明らかにすることで、大垣城下町における複合的な

水利システムを明らかにした。 

 

【第二章 開渠型上水道が与える城下町空間の

ヒエラルキーへの影響】 

波多野の「都市施設としての上水を通して見た城下町設計方法の

研究」の一連の研究についてまとめ、中でも「Ⅲ 開渠の上水の配

置計画と城下町の住区設定」で明らかにされた開渠型上水の配置計

画が及ぼす城下町の身分別の住区配置の影響について確認を行っ

た。 

 

そして、大垣の水路システムの実態を明らかにする上で、大垣の

この関係について再分析を行うことがなぜ適しているかを、既往研

究によって明らかにされてきた大垣の様々な実態を活用し、論中で

の大垣扱われ方について検討を行うことで明らかにした。 

 

【第三章 城下町における水路構造・システム

に関する既往研究と復元方法】 

既往研究における絵図を活用した水路システムの復元
方法の種類 

城下町における水路に関する既往研究の中でも水路構造・システ

ムの復元方法が示されている 5 つの論文についてまとめ、その方法

と目的の関係について分析を行った。 

 

近世城下町における水路の復元手法としては以下の２種類が確認で

きた。 

・絵図比較型 

・現代の地図に絵図を落とし込む型 

 

大垣城下町にける水路の復元方法について 

その後、それらを参考に大垣城下町の水路システムの復元を行う方

法について、大垣に残る史料やその特徴を考慮して検討を行い第四

章の復元作業につなげた。復元方法としては、城下町における総堀

の外側にある地域全域水路構造の復元を行い、その後史料や微地形

によって水路システムの復元を行う。 

 

・復元に使える資料 

大垣に残る資料のうち復元に使えるものは 

・城下町の全体・部分を描いた 13 枚（9：４）の絵図（図 3） 

・水源と導水経路、排水に関する資料と絵図 

・水路に関する制札の分布 

・利用に関する決まり（資料） 

・微地形に関する資料 

 

 

 

 

図 2 論文の構成 



 

 

・分析範囲 

制札の分布および絵図上での水路（背割り）の確認を行い、北部

の河間水が給水されている城下町における外堀の外側にある地域全

域を分析対象範囲とする。 

 

 
図 3 各絵図に描かれた城下町の年代と所蔵 

 

【第四章 大垣城下町における水路システムの

復元】 

大垣城下町における水路システム 

大垣城下町における水路システムを前章で検討した方法を基に復

元を行い、図 4 を作成した。そして、第五章で行う大垣城下町にお

ける「上水道としての水路の配置計画と身分別の住区設定の関係」

についての分析につなげた。 

 
図 4 1700 年頃の大垣城下町における水路システム 

【第五章 大垣城下町における開渠型上水の配

置計画と身分別の住区設定の関係・考察】 

前章までの分析を活用し、大垣にはないとされている「開渠上水

道の配置計画と身分別の住区設定の関係」について図 6 左側のよう

に再分析を行った。結果としては復元を行った 1700 年頃の大垣城下

町における水路システムとの間には上述の関係を確認することはで

きなかった。しかし、すでに計画的な背割り水路が確認できる寛永

年間における町と水路について検討する時（図 6 の右側）この関係

は認められ、その後の町と水路の開発の変遷過程（図 5）においても

見出すことができた。 

 

また、本研究を通して発見した大垣城下町東部にみられる水路シ

ステムの特徴や、それと城下町内に複数存在する井戸（河間）の関

係について分析・考察を行い、大垣城下町における水路システムの

分析を通して行う、城下町の環境的特徴や複合的な水利システムの

計画に関する研究の可能性を示した。 

 

【結論】 

本研究は大垣城下町における水路システムの実態を、「開渠の上

水の配置計画と城下町の住区設定」という水路と都市の関係の中に

見出すことを目的とした。 

 

結果、大垣城下町において水路システムの復元を行った 1700 年頃

のものにはその関係は確認できないが、それ以前の寛永年間までの

ものや、それの開発の変遷過程の中に関係を見出すことができた。 

 

これにより、大垣城下町の水路システムにおける実態の一側面を

明らかにし、近世城下町における「開渠の上水の配置計画と城下町

の住区設定」の関係の現れ方について新しい視座を示すことができ

た。 
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図 1：大垣城下町と背割り水路 

大垣市立図書館デジタルライブラリー「大垣城郭図」より作成 

図 2：論文の構成 

筆者作成 

図 3：各絵図に描かれた城下町の年代と所蔵 

著者作成 

図 4：1700年頃の大垣城下町における水路システム 

（下図）大垣市立図書館デジタルライブラリー「大垣城郭図」 

（書き込み）第四章の分析より 

図 5：大垣城下町の水路システムにおける水系 

本論文図 4-28 より作成 

図 6：大垣城下町における各町の成立年代 

「大垣市史 中巻」 

「大垣市史 通史編 自然・原始～近世」 

表 3-2 の各絵図より作成 

図 7：大垣城下町における開渠の上水の配置計画と城下町の住区設定 

筆者作成 

 

 

図 5 大垣城下町の水路システムにおける水系 
図 6 大垣城下町における各町の成立年代 

図 7 大垣城下町における各町の成立年代 


